
11 【小林人】のコーナーでは、小林市在住や出身のキラリと光る人をご紹介します。
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「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
美

味
し
い
野
菜
が
食
べ
た
い
。
そ

し
て
美
味
し
い
野
菜
を
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

　

大
角
恭
代
さ
ん
は
、
野
菜
、

果
物
を
愛
し
、
そ
の
魅
力
を
伝

え
る
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」。
料

理
教
室
や
講
座
の
企
画
、
執
筆

を
行
う
な
ど
県
内
を
中
心
に
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
は
、
日
本
野

菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
が
認
定
す
る

資
格
。「
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム

リ
エ
」・「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」・「
シ

ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」
の
３
種

類
が
あ
り
、
中
級
以
上
の
野
菜

ソ
ム
リ
エ
と
シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム

リ
エ
は
、
全
体
の
約
３
㌫
。
県

内
の
有
資
格
者
は
約
２
５
０
人

で
、
中
級
以
上
と
な
る
と
わ
ず

か
９
人
。
大
角
さ
ん
は
そ
の
１

人
で
、
市
内
で
唯
一
の
野
菜
ソ

ム
リ
エ
と
し
て
活
躍
中
だ
。

　
「
祖
父
の
代
か
ら
農
業
を
営

ん
で
い
て
、
野
菜
は
身
近
で
し

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
野
菜
が
大

好
き
で
、
学
校
の
実
験
で
使
っ

た
苗
を
自
宅
に
植
え
て
遊
ん
だ

り
。
保
育
園
児
の
頃
の
将
来
の

夢
は
、『
ニ
ン
ジ
ン
屋
さ
ん
』」。

　

大
角
さ
ん
は
小
林
高
校
を
卒

業
後
、横
浜
国
立
大
学
に
進
学
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
卒
業
論
文
を
書
い
た
。
卒
業

し
、
野
菜
や
加
工
品
の
流
通
を

学
ぼ
う
と
、民
間
企
業
に
就
職
。

大
お お づ の

角 恭
や す よ

代 さん
野菜ソムリエ

野尻町三ケ野山在住の野菜ソムリエ。「野菜ソムリ
エコミュニティ宮崎」の代表を務める。食や農に関
するフリーライターとして、県内を中心に活動中。
一番好きな野菜はニンジン。

み
ん
な
に
野
菜
を
楽
し
ん
で
、

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い

野菜ソムリエは、協会が認定
するエプロン・チーフ・バッ
ジを着用。赤いチーフとバッ
ジは、ジュニア野菜ソムリエ、
緑は野菜ソムリエの証。

自宅の家庭菜園では、さまざまな自然農
法を試しながら、野菜を育てている。大
角さんは、トマトとインゲンの成長を確
認しながら「かわいい」と目を輝かせる

大角さんが、メディア部のリーダーとし
て取材、執筆などを行っているインター
ネットサイト「in SEASON」。宮崎の
食とそれを支えるこだわりの生産者にス
ポットをあて、宮崎の新しい観光資源と
して全国に発信している。サイト内には、
大角さんのブログ『おいしい野菜の見え
方』もある

日本野菜ソムリエ協会認定

都
会
で
、
休
む
間
も
な
く
激
務

を
こ
な
す
日
々
を
送
っ
た
。

　
「
今
思
う
と
、
多
忙
な
毎
日

に
癒
し
を
与
え
て
く
れ
た
の

は
、
や
は
り
野
菜
で
し
た
」。

　

平
成
22
年
、
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
得
。
今

年
、野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
な
っ
た
。

　

故
郷
に
帰
り
、
そ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
宮
崎
の
自
然
や
農

産
物
の
豊
か
さ
、
多
様
性
を

知
っ
た
。
特
に
衝
撃
を
受
け
た

の
は
、
三
股
町
で
出
会
っ
た

文ぶ
ん
た
ん旦

（
和
名
＝
ザ
ボ
ン
）。

　
「
果
肉
は
、
中
の
み
ず
み
ず

し
さ
を
守
る
よ
う
に
プ
チ
プ
チ

と
は
じ
け
、手
で
つ
ぶ
し
て
も
、

べ
た
つ
か
ず
サ
ラ
っ
と
し
て
い

た
ん
で
す
。
い
く
ら
で
も
食
べ

ら
れ
ま
し
た
」。

　

ほ
と
ば
し
る
野
菜
が
持
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
。
野
菜
の

奥
深
さ
に
心
を
打
た
れ
、「
野

菜
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

決
意
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

現
在
は
、ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、

県
内
外
の
生
産
者
や
畑
を
訪
れ

て
い
る
。「
仕
事
と
い
う
か
、

趣
味
や
勉
強
も
か
ね
て
、
ま
だ

見
ぬ
野
菜
に
会
い
に
行
っ
て
い

る
と
い
う
感
じ
」。

　

と
に
か
く
野
菜
が
好
き
で
た

ま
ら
な
い
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

に
、
彼
女
の
野
菜
に
対
す
る
愛

情
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ
。


